






要約;肝 methionine adenosyl transferase(以下 MAT と略す)活性正常の持続性高メチオニ

ン血症の 3家系 7例を経験し、全例低メチオニン食を実施し、3～8歳時の身体発育、精神

運動発達及び生化学的検査について検討を行った。治療中止群は 2 家系 4 例であり、2 年

間～3 年 3 ヵ月間の低メチオニン食実施後普通食となったが、現在の身体発育及び精神運

動発達は正常であり、血清メチオニン値は正常の 3～8 倍程度であった。治療継続群は 1

家系 3 例であり・メチオニン制限 20～25mg/Kg/day にて血清メチオニン値は 100μmole/L

前後にコントロールされており、身体発育及び精神運動発達も正常である。また、両群と

も生化学的検査では異常は認められなかった。今後、原因の追及とともに長期にわたる観

察が必要である。 


